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要約

世界を動かした伝道者はノーバディ(Nobody)、ナッシング(Nothing)、絶対不可能から始めた。
皆さんがしている勉強と仕事をしてお金を儲けたことでは世界福音化はできない。それゆえ、神様のことをくださるということだ。それゆえ、初代教会をだれも助ける者がいないようにされた。絶対不可能だ。ところで世界福音化した。かえって迫害したユダヤ人が滅びた。それを私たちはキャッチすべきだ。今、必ずしなければならない。
	人生最高の時間　朝 - 人生最高の時間を持ちなさい。朝にすべてのことを回復すべきだ。私は祈りができるくらいゆっくり呼吸して、呼吸がゆっくりになるほど祈りをする。すると根源的な力ができる。

	絶対やぐら - このように祈ったが絶対やぐらが建てられる。

	世界サミット、世界癒やし、世界未来 - 世界を生かす祝福が与えられる。世界を癒やすように答えをくださる。全世界、未来を生かすように答えが与えられる。これがキリストの約束だ。


△口を広げて寝るので、皆さんの肺が壊れて行く。呼吸が短ければ根源的な力がなくなって、免疫が弱くなって、毒素ができる。朝に祈りを必ずしなければならない。そして、時間ごとに運動しなければならない。基準は、私のからだに力が生じて、確信が来るべきだ。病んでいるとは分からないという基準になるべきだ。これが1講だ。

	最大の祝福を味わう時間、出会い、昼 - 最大の祝福を味わう時間が出会い、昼だ。このときは、すべてのことを祈りに変えるのだ。私が考えをたくさんして私の基準で見聞きするのと、祈って見聞きするのは天と地の差だ。

	7 Persons - そうすれば、神様が備えられた人が見える。これが成功だ。

	絶対旅程 - すると、祝福の旅程を行くしかない。これは神様の力でなければ不可能だ。神様が隠された残りの者、巡礼者、プリスカ夫婦のような征服者に会うようになる。神様が派遣された散らされた者、その中に人を生かすことができる見張り人、させていないのに生かしに行く偵察人、もろもろの民を生かそうと旗を揚げる人も出てくる。これが奇跡だ。


△昼には、下腹中心に座っていて動かなければならない。すると、からだを生かす。

	人生最後作品(夜) – 3講は人生最後の作品を作りなさい。夜に、一人でいる時間に。

	1.根源的癒やし、根源的力、根源的働き - 根源的な癒やしが起こらなければならない。根源的な力を受けなければならない。根源的な使命と働きをしなければならない。

	2.300% - すると300%の答えを受けるようになる。300%準備しなさい。300%習慣を身につけなければならない。基準は300%だ。

	3.千年の答え - 本当に答えを受けた人々は全部、千年の答えを受けた。それでこそ世界福音化できるのだ。それゆえ、御座のやぐらを建てて御座の旅程を進みなさい。御座の道しるべを建てなさい。世界福音化すべき人がしなければ、その人生はみじめなのだ。


△毎日、力を受けなければならない。朝には祈りでみな回復しなければならない。みことばを握るべきなので、7・7・7を与えたのだ。

□序論_ 300%三つの作品を作ることが300%を作ることだ。
1.再挑戦
1)カル・オリ・マル -カルバリの丘、オリーブ山、マルコの屋上の部屋の契約を握って祈れば未来が見える。これに再挑戦しなければならない。礼拝する時間にはその未来が近づいていることを知っていなければならない。
2)天・召・使(確認) -ここで受けた未来を見つめて天命、召命、使命が確認できなければならない。
3)当・必・絶(始める) – 始めるのは、当然のこと、必要なこと、必ずすべきことをしなさい。
4)一・全・持(味わう) - 一心、全心、持続を味わうのだ。
5)た・唯・再(答え) - すると、ただ、唯一性、再創造の答えが与えられる。すると成功するしかない。レムナントは職業で、ただ、唯一性、再創造を作らなければならない。
6) 24・25・永遠(旅程) -これを持って旅程を行く。
7)刻印・根・体質(運命) – それからは運命が変わるのだ。刻印、根、体質。肉体の病気、霊的な病気も刻印、根、体質を変えれば治すことができる。理論はそうだ。すると今、これ(冒頭の表)を味わわなければならない。間違ったことをしきりにすると、うまくできないのだ。

2.再生産が起こらなければならない。
1)プラットフォーム - この答えを味わって、人々が来るようにさせなければならない。
2)見張り台 - この人が来て、帰ってほかの人をまた生かしに行く。光を放つとこのように出てくる。
3)アンテナ – それからは、全世界と疎通できる。私の祈りが御座と疎通する。最も力がある創造的祝福と皆さんが通じる。

3.再創造するようになるのだ。
1)発見(ただ) - このとき、行く所ごとに、ただが発見できる。ほかの人の目には見えないが、私には見える。
2)所有(唯一性) - すでに出て行く前に、唯一性を所有するようになる。ダビデはすでにゴリヤテに勝つ技能を持って行った。
3)挑戦(再創造) - すでにどこに挑戦しなければならないのか分かる。それが再創造だ。

□本論_証拠をいくつか確認しなければならない。
1.RT7 - 共通点がサミットタイムを持った。毎日私が考えるのと、毎日祈るのは、道が違う。その証拠で、みことば成就や伝道の実は死んでも出てこない。その生活は、答えがないということだ。
1)サミットタイムを持ちなさい。ほかの人より早く起きて、余裕をもってしなさい。成功した人の特徴は、余裕があることだ。
2)サミット姿勢を備えなさい。人を生かして、無力な人は助けて、病んでいる者を訪ねなさい。落胆した者に力を与えて、滅びた者は訪ねて行きなさい。皆さんが与えた傷と助けは、その人に永遠に続くことがある。どちらを選択するのか。
3)サミット器を準備しなさい。器準備が300%だ。

2.重職者、教役者
1)使1:14再挑戦 - 死ぬことを知っていても「もっぱら祈りに専念していた」ところで、死ななかった。
2)使2:14-21再生産 – 預言された神様のみことばが成就したことをペテロが証しした。教役者は預言された神様のみことばが成就することを説明すれば良い。重職者は計算する必要はない。いのちをかけてただ福音だ。そこで働きが起こるのだ。
3)使2:46-47再創造 - 「毎日宮で、毎日家で」

3.多民族、新しい家族、病んでいる者
1)使3:1-12再挑戦 - ペテロが言うことばを足の不自由な人が信じたのだ。それで癒やされた。
2)使13、16、19再生産 - マケドニアに行ったところ新しい家族、病んでいる者、多民族に再生産が続いて起こったのだ。
3)使16:15、17:6、18:4再創造 - この人々がリディア、ヤソン、プリスカだ。

□結論_二つの脈、生命線
止めてはならない二つの脈、生命線を今でも握っていなければならない。
1.祈りの脈 - そうすると、このようなこと(冒頭の表)が起こる。
2.呼吸の脈 – この二つを握っていれば、自然に祈りができて、からだは続いて生かされる。
△自分が病んでいることを恐れてはならない。これをしながら、食べ物に気を付けて運動しなければならない。今は、皆さんが考えたように人生になっているのだ。祈りがすべてだ。これから皆さんが考えるくらい、皆さんの人生が終わるのだ。それが祈りだ。

全文打ち出し翻訳

ありがとうございます。世界を動かした伝道者はNobodyで始まりました。またNothingで始まりました。絶対不可能から始まりました。なぜそうなのでしょうか。この答えを見つけなければならないでしょう。皆さんがしている勉強は大いに役立ちますが、世界福音化はできません。それゆえ、神様のことを与えられたのです。後ほど皆さんのことはみな用いられるでしょう。それが必要ないということではなくて、それをもってはできないということです。それゆえ、皆さんが熱心に仕事をして、お金を儲けることは大きな助けにもなりますが、世界福音化にはなりません。それゆえ、それをくださるといことです。それが、ある人には信仰がなければ理解できないでしょう。それゆえ、だれも助ける者がいない初代教会を作られたのではないでしょうか。また、何もなく、すべて奪われてしまい。異端の濡れ衣を着せられて、殺されるからです。絶対不可能。法律で禁じられました。ところで、世界福音化したでしょう。かえって迫害したユダヤ人が滅びました。ユダヤ人の子孫がみな滅びてしまって殺されて。それを私たちはキャッチをすべきだということです。いつするのでしょうか。これがまた曖昧なのが、人が特別にすると思うのですが、今、するのです。必ずしなければなりません。

[人生最高の時間[朝] ]
人生最高の時間を持ってください。いつでしょうか。朝です。レムナントは朝を起こすことができなければ成功できません。忙しくてふらふら揺れて通って。その話は、夜に寝なかったということにもなり、そのまま変に生きたということにもなります。より良いことは、夜に思い切り歩き回って、朝に起きることができなければならないのです。すると、より良いです。このようにすべきです。それゆえ、必ず朝にはあらゆる事を回復してください。簡単にしなければなりません。私の場合は、朝4時に起きました。皆さんに会う時間が10時です。すると、何時間ですか。6時間の間、ずっと祈ったのです。6時間の間、ゆっくり呼吸して祈ったのです。動いてもかまいません。祈りができるくらい、ゆっくり呼吸します。また、呼吸がゆっくりできるほど、祈りがとても安らかで、すると。6時間、安らかな祈りをしたのです。私は確信します。皆さんに根源的な力ができます。
[絶対やぐら]
このように祈ったのですが、後ほど見ると、絶対やぐらが建っています。
[世界サミット、世界癒やし、世界未来]
すると、世界を生かす祝福が与えられます。世界サミット。世界を癒やすように答えが与えられるでしょう。また、全世界未来を生かすように答え、これがキリストの約束、これに対して。今、私たちのその門が開いているでしょう。5千種族の門が開いて立ち返って来始めているのです、いまは。それゆえ、今回、バヌアツの大統領、この方が来るのですが、私たちのインマヌエル・ソウルがみな担当してくれています。それで、とても多くの支出になるから、私たちが一度特別集会を一度しましょう。少し献金をちょっと助ける必要があると考えています。ほとんど、病気になっている状況が多いためです。皆さんが寝るとき、ほとんど回復することもあるのですが、壊れることも多いのです。日本がやはり私たちより先んじているから、日本に行くと、簡単に近いところに、口に貼って寝るテープがあります。簡単に売っています。口を広げて寝るので、皆さんはほとんど肺が壊れます。ところで、これが短ければ皆さんが根源的な力がなくなって、免疫が弱くなって、毒素ができて、このようになります。必ずそうです。必ずしてください。朝の祈り。そして、運動してください。運動しに行くのも良いのですが、そのような時間はありません。私は１時間ごとに、スクワット50回から100回。１時間ごとに。腕立て伏せ。充分です。してください。それとともに知ってみたところ、この祈りの祝福を味わうと朝の時間にこういう(絶対やぐら、世界サミット、世界癒やし、世界未来)ことが起こっています。本当です。それゆえ、基準は、私のからだに力が生まれて、確信が来るべきです。それが基準です。「病んでいるとは知らなかった」このように今、来なければならないのです。「いや、寝られなくて...」何も関係ありません。今年は必ず回復してください。これが1講です。

[最大祝福味わう時間[出会い]昼]
皆さん最大の祝福を味わう時間はいつでしょうか。最大の祝福を味わう時間がいつですか。これも回復しなければならないでしょう。いつでしょうか。出会いです。これが昼でしょう。この祈りをしている人々は、何をするかというと、あらゆる事を祈りに変えます。そうでしょう。悪いことでも、良いことでも、祈りに変えます。それと私が考えをたくさんしたこととは、天と地の差です。見ることを私の基準で見ることと、祈って見ることと、天と地の差が出ます。完全違います。ある人に対して祈って考えることと、人の話を聞いて考えることとは完全に違います。
[ 7 Persons ]
こうしたところ、何が見えるかというと、多くの出会いの中に神様が備えておかれた人が見えます。これがKeyです。これが(7 Persons)見えます。これが成功です。
[絶対旅程]
すると、祝福の旅程を行くしかなくて。
これが神様の力でなければ不可能でしょう。神様が隠された残りの者に出会うようになります。神様が備えておかれた巡礼者に会うようになります。神様が育てたプリスカ夫婦のような征服者に会うようになります。事業もこのようになるべきなのです。事実は。神様が派遣しておかれた散らされた者に会うようになります。このような目で、外国に行って住んでいる韓国の人々見つめるときは、私は違うように見えます。その中で、完全に皆さんが生かすことができる見張り人が出てきて。それだけでしょうか。させていないのに、完全に生かしに行く偵察人が出てきて。もろもろの民を生かそうと旗を揚げる人も出てきて。
では、この祝福を逃してはいけないでしょう。この(朝)祈れば出てくるのです。そして、ほかの人はよく理解をすることができないようですが、私は人の悪口を言う、そのような人を見ると理解できません。私は皆さんを見るとき、とても大切に見えます。そうでしょう。奇跡のように見えて。違いますか。福音を悟れなければ分からないのです。福音を悟れば、救われた人に会ったら、それが奇跡です。そうでしょう。これに会うようになるのです。
それゆえ、私たちの、特に私たちの長老は、さらに健康になってください。ここに座っているのは、一番祈りの隊長が座っておられるでしょう。釜山に行けば、おじいさんは後ろに押されて、おばあさんが座っていて。それゆえ、皆さんが力を受けなければなりません。また、先週に2週間、私たちのチョ・インス長老が見えないのでびっくりしました。皆さんは力を受けなければなりません。ほかのことではありません。すると、続けて答えがくるでしょう。それゆえ、昼にはわざとすることはできないので、仕事をしなければならなくて、座っていると皆さんほとんどこのように(少し曲がっているように)しているでしょう。これだけしなければ良いのです。このように(腰を真っ直ぐに立て)なければなりません。下腹中心に座って、動かなければなりません。そうすれば、それがまた、ものすごくからだを生かします。そのようにしてしまえば、弱点が夕方になれば疲れるべきなのに疲れないで眠れないことです。そのような場合もあります。

[人生最後作品(夜) ]
では、最後の3講、今日します。3講は、人生最後の作品を作りなさい。いつでしょう。夜に。一人でいる時間に。私は一人でいるのがはるかに良いです。昔には、結婚する直前には、一人で土曜日釜山で、あの最後までバスに乗って行きます。あの終点まで。本一冊を持って。また、メモして。毎週、一人で。一緒に行けば神様との対話ができなくて。一人で。とても助けになりました。結婚してから行きませんでした。どこに行くのかと尋ねるので。「あ･･･」「なぜ行くのですか」「あ、そうか」「一緒に行きましょう」「ダメだ」それゆえ、誤解を受けるでしょう。夜に作ってください。だれがなんと言っても、これをしてください。
[ 1.根源的癒やし、根源的力、根源的働き]
夜には異なる祈りです。根源的な癒やしが起こらなければなりません。この(1講、2講)すべてが根源的ですが、根源的な力を得なければなりません。皆さんが根源的な使命と働きをしなければなりません。
[ 2.300% ]
すると二つ目のことが出てきます。300%が出てきます。無条件に答えは300%受けるべきです。
悪霊につかれておいて３団体は受けるでしょう。そうでしょう。私たちクリスチャンのだれもしていないのに、ビル・ゲイツは300%したでしょう。私たちイエスを信じる人の中からは出て来ていないのに、一週間に2回ずつお祓いをしたマイケル・ジャクソンのような人が出てきたでしょう。悪霊に取りつかれる儀式をしていました、その人は。
300%準備しなさい。レムナントは無条件に300%準備しなさい。何をすべきか分からなくても大丈夫です。習慣にしてください。300%の習慣を身につけるのです。ある人に仕事をさせてみれば、とてももどかしいことが多いです。広げるばかりで、成功もできなくて。基準は300%です。あることは上の人に、そのようでなければ報告しないでください。職場に行ってもできないことを報告しても良いのでしょうか。完ぺきなことを報告しなければならないでしょう。300%。
[ 3.千年の答え]
ところで、聖書にだけそうなのではなくて、本当の答えを受けた人々は、全部何を受けたのでしょうか。千年の答えを受けたでしょう。そうでしょう。ヨセフが受けた答えが千年の答えを超えます。モーセが受けたのも超えます。ダビデが受けたのも超えます。それでこそ、世界福音化になるのです。1年儲けて1年すべて使ってしまって、何の世界福音化をするのでしょうか。1年私が儲けて、1年食べることも大変なら、どのように世界福音化をするのかということです。それゆえ、御座のやぐらを建てなさいと言うのです。それで。だまされずに。新しい信徒は、人の話を聞かずに御座のやぐらを建てて御座の旅程を進んでください。そして、御座の道しるべを建てなさい。これです。ほかのことではできないので。皆さんがしていることが悪いとか、皆さんの能力がないというのを話しているのではありません。それで食べて生きることができるなら、食事だけしていれば良いでしょう。そうでしょう。世界福音化は絶対にできません。しなければ良いでしょう。すると、その人生はみじめなのです。世界福音化すべき人がしないなら、動物のように食べて死ぬのです。それは違うでしょう。

では、すると話を要約して、今回、しっかりと覚えなければならないのが、この三つで、覚えるべきです。毎日力を得なければなりません。朝にはみな回復してください。皆さんの脳細胞は壊れていることを知っていますか。痛くないのですが、壊れています。回復しなければなりません。肺がみな段々縮んでいって、心臓はみな弱くなっていて。回復しなければなりません。祈りによって。なんとなくしてはならないと、みことばを握るべきだと7・7・7を出したのです。

□序論_ 300% [三つの作品]
300%の奥義。三つの作品を作らなければなりません。だれでもできます。何も持っていない人でもできます。この通りにだけすれば、年齢も関係ありません。かえって年取っているほど良いです。経歴が多いから。

1.再挑戦
三つの作品の１つ目です。再挑戦です。この人生を「あ、私もいまは祈り回復と再挑戦をしなければならない」こうしてください。じっとしていても良いのでしょうか。
1)カル・オリ・マル(未来)
再挑戦に一番重要なのが何かというと、カルバリの丘、オリーブ山、マルコの屋上の部屋の契約を握って祈りを始めれば、必ず未来が見えます。未来が見えたら再挑戦しなければならないでしょう。「あなたがたの息子や娘は預言し、青年は幻を見、老人は夢を見る。」これがなんでしょうか。未来です。今も皆さんが礼拝する時間には、その未来が近づいているということを知っていなければなりません。
2)天・召・使(確認)
これを持って、ここで受けた未来を見つめて確認してください。何をでしょうか。天命、召命、使命を確認しなければなりません。これでなければする必要はありません。
3)当・必・絶(始める)
それから、どのように始めなければならないのでしょうか。では、確認できました。始まりはどのようにすれば良いのでしょうか。当然のことからしてください。必要なことからしてください。必ずすべきことをしてください。当然、必然、絶対です。これを逃してはなりません。これが全部一つです。単にみことばを握って見たのです、これを。
4)一・全・持(味わう)
味わわなければなりません、これを。何でしょうか。一心、全心、持続。味わうのです。
5)た・唯・再(答え)
すると、答えが与えられます。何の答えが来るのでしょうか。ただ、唯一性、再創造がきます。そうすれば、成功するしかないでしょう。特にレムナントは、皆さんの学業、職業を、ただ、唯一性、再創造にしなければなりません。聖書にある伝道を発見したのですがただ、唯一性、再創造です。仏教は真似できません。仏教の悪口を言うのではなく、真似はできないのです。これは聖霊の働きによってだけできます。皆さんの職業が必ずこの答えが来るべきです。ただ、唯一性、再創造。ここに挑戦するのです。
6) 24・25・永遠 (旅程)
それから、なんでしょうか。これを持って旅程を進むのです。それが何でしょうか。24、25、永遠。
7)刻印・根・体質(運命)
最後になんでしょうか。これがもう決定的に運命が変わるのです。それが何でしょうか。刻印、根、体質。からだの病気を変えることができるでしょうか。刻印、根、体質を変えればできます。ひとまず、できてもできなくても、理論がそうでしょう。霊的な病気を治すこともできるでしょうか。刻印、根、体質を変えれば良いです。ひとまず理論はそうです。するとどのようにすれば良いのでしょうか。今この(1講、2講、3講)祝福を味わってください。ほかの道はないでしょう。間違ったことをしきりにするからうまくいかないのです、これが。私は福音を悟って教会を見て、一番最初に感じたのが何かというと、教会はうまくいかないことだけします。見えませんか、それが。重職者は、答えを受けられないことを言います。違うでしょうか。キリストがしなさいと言われることはしないでしょう。必ず見つけ出さなければなりません。

2.再生産
２つ目です。再生産が起こらなければなりません。これが作品です。いや再生産が起こらなければならないでしょう。
3.再創造
それから何でしょうか。再創造することになるのです。

2.再創造
1)プラットフォーム
再生産に最も重要なことはなんでしょうか。この(序論1)答えを味わっていれば、人々が来るようにさせなければなりません。私が履歴書を出すのも良いのですが、その人が私を連れに来るべきです。そうでしょう。本当のレムナントはそうですから。それを指してプラットフォームと言います。いつも聞く単語だと考えずに、今答えとして味わってください。今。
2)見張り台
すると、この人が来て帰って、ほかの人をまた生かしに行きます。そうするでしょう。それを指して見張り台と言います。光を放つので。このように出てきます。
3)アンテナ
ところで、これを見ると全世界と疎通して。知ったところ、私の祈りが御座と疎通します。最も力がある創造的祝福と皆さんが疎通するということです。このことを指してアンテナと言います。難しいことはありません。そのまま味わえば良いのです。

3.再創造
1)発見(ただ)
そのとき、行く所ごとに発見できることがあります。何でしょうか。ただです。行く所ごとに、ほかの人の目には見えないことが、見えます。ただ。この祈りの祝福の中にいればそのようになるのです。健康にもなって。本当です。私たちの大人たちはしてください。皆さんが健康で力強く残りの人生で働かなければなりません。
2)所有(唯一性)
それから、すでに出て行く前に所有するようになります。持っていますから。なんでしょうか。唯一性です。同じ話ですが、違います。ダビデはすでにゴリヤテに勝つ技能を持って行きました。「一度戦ってみて、どちらが勝つか」ではありません。
3)挑戦(再創造)
すでに、どこに挑戦しなければならないか分かります。それが再創造です。

この(序論)三つの作品が300%を作り出すのです。それで良いでしょう。

□本論_証拠
すると、すでに答えがみな出てきてしまったので、証拠をいくつか確認します。
1.RT 7
RT7人の証拠を見ます。
2.重職者、教役者
皆さんは重職者であるために、また教役者であるために証拠を握ってください。
3.多民族、新しい家族、病んでいる者
ここは今、私たちの多民族もいます。新しい家族もいます。病んでいる者もいます。証拠を握ってください。

1.RT7
RT7人はどんな証拠を持ったでしょうか。
ひとまず、サミットタイムを持ちました。共通点。持ってください。毎日自分が考えることと、毎日祈ることとは道が違います。毎日心配することと、毎日祈ることとは違うのです、道が。毎日のように人の声だけ聞く人と、毎日神様の御声を聞くのと、同じはずがありません。その証拠、みことば成就や伝道の実は、死んでも出て来ません。それは答えがないのです、その人生は。
1)サミットタイム
レムナントは必ず覚えてください。サミットタイムを持ってください。ほかの人より早く起きてください。ほかの人よりはやく動くのです、先に。余裕をもってください。
とても成功した人の特徴は何でしょうか。余裕があります。ある将軍が釜山に赴任してきて、私に会いに来ると、私たちの教会に来ると言ったのですが、知ったところあらかじめきて待機していて。私が来る時まで。それも、その将軍が来るというと、その連隊長はさらに前に来ていて。とても成功した長老といっしょに生活してみたのですが、「一緒に訪問に行きましょう」と話せば、この方は30分前に来ます。毎日遅刻する人います。車が渋滞したと言いながら。予想すべきです。レムナントはサミットタイムを持ってください。
2)サミット姿勢
そして、サミットになるのでサミット姿勢を備えてくださいということです。サミット姿勢になってください。人を生かして。無力な人を助けて。病んだ者を訪ねて行って。姿勢を備えてください。落胆した者に力を与えて。滅びた者を訪ねて行ってください。皆さんが与えた傷は、その人に永遠に続くことがあります。皆さんが与えた助けも永遠に続くことがあります。どちらを選びますか。
3)サミット器
どうせなるので、サミット器を準備してくださいということです。この器準備が300%でしょう。

2.重職者、教役者
では、簡単に話します。
1)使1:14
教役者、重職者は再挑戦をどのようにするのでしょうか。死ぬと分かっていても、「祈りに専念していた」そして、死にませんでした。
2)使2:14-21
聖書に使徒2章14節から21節。一つだけ例をあげるのです。再生産。何をしたでしょうか。預言された神様のみことばが成就したことをペテロが証ししました。教役者は何をすれば良いのでしょうか。預言された神様のみことばが成就することを説明してあげれば良いのです。重職者は、何をすれば良いのでしょうか。計算する必要はありません。いのちをかけて、ただ福音です。そこで働きが起こるのです。それが再挑戦です。
3)使2:46-47
2章46節47節。再創造です。「毎日宮で、毎日家で」

3.多民族、新しい家族、病んでいる者
では、新しい家族、先に見ます。病んでいる人々を見ます。
1)使3:1-12
どんな再挑戦をすれば良いのでしょうか。私はペテロが足の不自由な人を見て「ナザレのイエス・キリストの名によって立ち上がり歩きなさい」これも重要ですが、ペテロが言うことばを、この足の不自由な人が信じたのです。そうでしょう。これが挑戦です。それで立ち上がったのです。
2)使13、16、19
あのマケドニアに行ったところ、使徒13章、16章、19章に何が出てきますか。この新しい家族、病んでいる者、多民族です。再生産が続いて起こりました。重要です。
3)使16:15、17:6、18:4
この人々はだれでしょうか。リディア、ヤソン、プリスカ。だれでしょうか。再創造。必ずこの祝福を味わってください。それゆえ、私たちのすべての長老、勧士、重要な皆さんは、明日の朝に起きれば朝から力を受けてください。

□結論_ 〔二つの脈、生命線〕
それでは、結論を出します。今も握っていてください。二つの脈を。二つの脈、生命線を握っていなければなりません。止まってはならない二つのことがあります。

1.祈り
祈りの脈。いま、握っていなければなりません。すると、本当にこういう(1講、2講、3講)事が起こります。祈りの脈。

2.いのち
呼吸の脈です。いのちの脈。

この二つを握ってください。すると自然に祈りになって、からだは続けて生かされます。がんは恐れないでください。私が病気になったことは恐れてはなりません。単にこれをして、食べ物に少し気をつけてください。そして、運動してください。それだけすれば良いです。落胆しないでください。「それで良いのか」このような考えになるでしょうか。「これは何だ。祈りしてできるのか」とんでもない話です。今、皆さんが考えたように人生になっているのです。祈りがすべてです。これから、皆さん考えるだけ、皆さんの人生が終わるのです。それが祈りです。「ああ、何、呼吸しろというのか」それがすべてです。皆さんが鼻と口と5分だけふさげば、皆さんは死にます。
今年、すべての力を回復する一年になることをイエス・キリストの御名によって祝福します。

祈り
神様に感謝いたします。キリストがくださったことを回復させてくださり、キリストがしなさいと言われたことをすることができますように。私たちの人生が絶対やぐら、絶対旅程、絶対道しるべを建てますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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